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オンライン外れ値検出・除去アルゴリズム 

カルマンフィルタを改良し、外れ値と呼ばれる特殊なノイズをリアルタイムに検出・除去できるフィルタ

アルゴリズム、および、その設計パラメータを自動的に決定するアルゴリズムを開発しました。 

本技術の内容・特徴 

 

 
 

従来技術に比べての優位性 

➊ 

➋ 

➌ 

カルマンフィルタでは除去できなかった

外れ値の除去が可能 

メディアンフィルタに比べて低遅延で外

れ値の除去が可能 

パラメータ調整が不要（自動的に決定され

る） 

予想される効果・応用分野 

➊ 

➋ 

 

➌ 

迷光ノイズ、クラッタの除去 

非接触型センサ（超音波センサ、レーダ計

測、など）のノイズ低減 

異常値検出 

 

提供できる支援方法 

 共同研究 

 オーダーメード開発支援 
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FPGA

 外れ値検出・除去
アルゴリズム

 パラメータ自動決
定アルゴリズム

出力入力

内容 : 赤字記載部分を本研究で開発

外れ値を含む観測値 外れ値除去後の信号

特徴

提案手法

カルマンフィルタ

観測値

メディアンフィルタ

 提案手法により時系列データに生じる外れ値が低遅延で除去可能
 外れ値除去に必要なパラメータが自動的に決定される

（ひげ状に現れる
現象が外れ値）
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